
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は

１
４
日
、
国
会
内
で
記
者
会
見
し
、

「
す
べ
て
の
原
発
か
ら
た
だ
ち
に
撤
退

す
る
政
治
決
断
を
行
い
、『
即
時
原
発

ゼ
ロ
』
を
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
求

す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
同
日
発
表

さ
れ
た
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦

略
に
つ
い
て
、
世
論
に
背
き
、
原
発
に

固
執
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

会
見
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

政
府
「
戦
略
」

世
論
に
背
き
固

執
一
、
政
府
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

会
議
」
は
、
今
日
の
会
合
で
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
を
決
定
し
た
。

こ
の
方
針
に
は
、
大
き
く
い
っ
て
二
つ

の
問
題
点
が
あ
る
。

第
一
に､

｢

２
０
３
０
年
代
に
原
発
稼

働
ゼ
ロ
を
可
能
と
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
資
源
を
投
入
す
る｣

と
さ
れ
て

い
る
が､

２
０
３
０
年
代
―
―
２
０
３

９
年
ま
で
と
い
う
の
は､

｢

原
発
ゼ
ロ｣

の
期
限
と
し
て､

あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
政
府
は
、

米
側
に
対
し
て
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

「
努
力
目
標
」
と
説
明
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
早
期
の
原
発
ゼ
ロ
を
願
う

国
民
世
論
に
背
く
も
の
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

第
二
に
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に

つ
い
て
、「
引
き
続
き
従
来
の
方
針
に

従
い
再
処
理
事
業
に
取
り
組
む
」
と
し

て
い
る
こ
と
だ
。
再
処
理
は
、
そ
れ
自

体
が
危
険
き
わ
ま
り
な
い
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
な
核
燃
料
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
な

る
。
一
方
で
、「
原
発
ゼ
ロ
」
を
か
か

げ
な
が
ら
、
他
方
で
、
新
た
な
核
燃
料

を
つ
く
る
再
処
理
を
続
け
る
と
い
う
の

は
、
ま
っ
た
く
矛
盾
し
た
姿
勢
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
方
針
は
、「
原
発
ゼ
ロ
」
を
口

に
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
を
先
送
り
し
、
当
面

は
原
発
に
固
執
す
る
立
場
を
示
す
も
の
だ
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
日
本
共
産
党
は
、
す
べ
て
の
原
発
か
ら

た
だ
ち
に
撤
退
す
る
政
治
決
断
を
行
い
、「
即
時

原
発
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
す

る
。わ

が
党
は
、
２
０
１
１
年
６
月
に
発
表
し
た

「
原
発
撤
退
提
言
」
で
、「
『
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
』

を
め
ざ
す
政
治
的
決
断
」
を
お
こ
な
う
こ
と
を

提
起
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
原
発
か
ら
の

撤
退
は
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
お
こ
な
う
こ

と
が
の
ぞ
ま
し
い
が
、
そ
の
期
間
は
国
民
的
討

論
を
ふ
ま
え
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

わ
が
党
と
し
て
は
、「
５
〜
１
０
年
以
内
を
目
標

に
原
発
か
ら
撤
退
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
政
府
が

策
定
す
る
」
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
１
年
３
カ
月
―
―
。

―
―
事
故
は
収
束
せ
ず
、
原
発
事
故
の
「
異

質
の
危
険
」
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
被
害
は
な
お

拡
大
し
つ
づ
け
て
い
る
。

―
―
原
発
の
再
稼
働
が
国
政
の
大
問
題
に
な
っ

た
が
、
政
府
が
強
行
し
て
き
た
再
稼
働
方
針
は
、

道
理
も
科
学
的
知
見
も
な
い
無
謀
き
わ
ま
る
も

の
で
あ
り
、
再
稼
働
の
条
件
も
必
要
性
も
存
在

し
な
い
。

―
―
使
用
済
み
核
燃
料
を
ど
う
処
理
す
る
か

に
つ
い
て
、
国
民
的
注
目
と
不
安
が
強
ま
っ
て

い
る
が
、
原
発
を
稼
働
す
る
か
ぎ
り
、
核
の
ゴ

ミ
は
増
え
続
け
る
。

―
―
国
民
世
論
が
大
き
く
変
化
し
、「
原
発
ゼ

ロ
」
を
目
指
す
声
は
、
国
民
多
数
の
声
と
な
っ

て
い
る
。
政
府
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

（
意
見
公
募
）
で
は
８
割
が
「
即
時
原
発
ゼ
ロ
」

を
求
め
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
昨
年
の
「
提

言
」
で
の
提
起
を
さ
ら
に
一
歩
す
す
め
、「
即
時

原
発
ゼ
ロ
」
の
提
起
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
２
年
９
月
１
５
日(

土)

野
田
佳
彦
首
相
の
実
弟
市
議
が
受
領
し
た
政

務
調
査
費
を
返
還
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、

波
紋
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
同
首
相
の
政
策
秘
書

の
関
連
会
社
が
介
在
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

首
相
の
政
策
秘
書
が
役
員
の
会
社
介
在

架
空
発
注
指
摘
受
け

問
題
の
市
議
は
、
野
田
首
相
の
公
設
第
１
秘

書
を
経
て
、
１
９
９
９
年
に
千
葉
県
船
橋
市
議

に
初
当
選
し
た
野
田
剛
彦
氏
。
市
議
会
文
教
委

員
長
や
消
防
委
員
長
を
歴
任
し
、
現
在
４
期
目

で
す
。

“
金
庫
番
”

介
在
し
て
い
た
会
社
は
、「
（
株
）
タ
ウ
ン
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
」（
船
橋
市
、
資
本
金
１
０
０
０
万
円
。

２
０
０
８
年
５
月
ま
で
は
有
限
会
社
タ
ン
プ
ウ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
、
有
限
会
社
「
東
央
工
美
」

（
同
、
資
本
金
３
０
０
万
円
）
。
首
相
の
政
策
秘

書
で
、
首
相
の
資
金
管
理
団
体
「
未
来
ク
ラ
ブ
」

や
「
野
田
よ
し
ひ
こ
後
援
会
」
、

首
相
が
支
部
長
の
「
民
主
党

千
葉
県
第
４
区
総
支
部
」
の

事
務
担
当

者
を
兼
任
す

る

“
金
庫
番
”
で
も
あ
る
竹
口
由

利
人
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
取
締
役
、

代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
ま

す
。船

橋

市

に

提
出

さ

れ

た

「
支
出
伝
票
」
な
ど
に
よ
る
と
、
野
田
市
議
は
、

「
市
民
意
識
調
査
」「
政
策
宣
伝
資
料
作
成
」
に

か
か
っ
た
代
金
と
し
て
、
０
６
〜
１
０
年
に
、

２
社
か
ら
計
１
３
４
万
１
２
９
円
の
領
収
書
を

受
領
。
こ
れ
を
添
付
し
て
同
額
の
政
務
調
査
費

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
タ
ウ
ン
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

登
記
簿
に
よ
る
と
、
同
社
の
事
業
内
容
は
、
不

動
産
業
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
東
央
工
美
は
、
登
記
簿
に
よ
る
と
、「
機

械
の
ス
ケ
ッ
チ
そ
の
他
の
工
業
美
術
一
般
」「
写

真
修
正
」
で
、
会
社
所
在
地
は
竹
口
氏
の
自
宅

で
す
。
い
ず
れ
も
「
市
民
意
識
調
査
」
や
「
政

策
宣
伝
資
料
作
成
」
と
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

野
田
市
議
側
は
、「
２
社
に
依
頼
し
た
の
は
事

実
で
、
架
空
の
領
収
書
で
は
な
い
」
と
し
て
い

ま
し
た
が
、「
活
動
実
態
が
乏
し
い
会
社
で
、
不

正
受
給
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、

受
け
取
っ
た
政
務
調
査
費
を
市
側
に
返
還
し
ま

し
た
。

回
答
な
し

竹
口
秘
書
が
、
タ
ウ
ン
社
、
東
央
工
美
の
役

員
を
務
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
首
相
が

竹
口
氏
の
「
兼
職
を
許
可
す
る
」
と
の
「
議
員

秘
書
の
兼
職
届
」
を
衆
院
議
長
あ
て
に
提
出
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
両
社
か
ら
の
報

酬
は
と
も
に
「
ゼ
ロ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
議
員
に
支
給
さ
れ
る
政
務
調
査
費
を

「
政
務
活
動
費
」
と
し
、
そ
の
使
途
を
拡
大
す
る

地
方
自
治
法
改
悪
が
、
民
主
、
自
民
、
公
明
、

国
民
の
生
活
が
第
一
の
各
党
に
よ
っ
て
強
行
さ

れ
た
ば
か
り
。
首
相
の
政
策
秘
書
が
、
首
相
の

実
弟
市
議
の
政
務
調
査
費
受
領

に
関
与
し
た
こ
と
の
政
治
的
責

任
に
つ
い
て
の
本
紙
の
問
い
合

わ
せ
に
、
野
田
事
務
所
か
ら
は

回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
２
年
９
月
１
６
日

(

日)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

志
位
委
員
長
が
提
起

「 即 時 原 発 ゼ ロ 」 実 現 を

野
田
首
相
実
弟
の

千
葉
・
船
橋
市
議

政
務
調
査
費
を
返
還

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団



事
後
報
告
？

九
月
も
三
週
目
に
入
り
ま

す
の
で
、
先
月
と
比
べ
ま
す

と
過
ご
し
や
す
く
は
な
り
つ

つ
有
り
ま
す
が
、
ま
だ
快
適

と
は
言
え
ま
せ
ん
よ
ね
。
暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
言
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
期
待
し

て
も
う
し
ば
ら
く
頑
張
る
し

か
有
り
ま
せ
ん
ね
。

さ
て
、
九
月
議
会
の
論
戦

で
す
が
。
現
在
、
県
下
の
消

防
署
の
全
県
一
本
化
を
目
指

し
、
奈
良
市
と
生
駒
市
を
除

く
県
下
の
市
町
村
で
任
意
の

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
事
を

進
め
て
い
る
ん
で
す
。

で
、
今
年
の
十
二
月
に
関

係
市
町
村
長
が
こ
の
組
織
の

正
式
化
に
向
け
て
調
印
し
、

来
年
の
六
月
に
は
、
こ
れ
ら

の
関
係
市
町
村
の
議
会
議
決

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

手
続
き
上
は
こ
れ
が
最
後

の
関
所
に
な
る
ん
で
す
が
、

問
題
は
、
こ
の
話
に
つ
い
て

川
西
町
で
は
こ
れ
ま
で
の
所
、

ま
と
も
に
議
論
さ
れ
る
事
無

く
、
作
業
が
粛
々
と
進
め
ら

れ
て
い
る
と
言
う
感
じ
で
し

て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ほ

と
ん
ど
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

町
長
は
、
話
が
固
ま
っ
た

ら
新
体
制
が
起
動
す
る
ま
で

に
は
説
明
は
し
た
い
と
の
事

で
す
か
ら
、
こ
れ
で
は
、
結

果
の
報
告
に
過
ぎ
ま
せ
ん
の

で
、
住
民
生
活
に
関
わ
る
消

防
行
政
の
問
題
で
す
か
ら
、

中
身
に
せ
よ
、
方
向
性
に
せ

よ
、
是
非
の
判
断
が
で
き
る

よ
う
に
住
民
全
体
の
認
識
に

す
る
事
を
求
め
ま
し
た
が
、

今
の
所
そ
う
な
り
そ
う
に
は

有
り
ま
せ
ん
。

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也

や
す
ま
ろ
さ
ん
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券

今
年
は
、
古
事
記
筆
録
・

編
纂
一
三
〇
〇
年
に
あ
た
り

ま
す
。

田
原
本
町
は
、
古
事
記
一

三
〇
〇
年
紀
事
業
と
し
て
、

「
記
紀
・
万
葉
歴
史
講
座

（
５
回
）
」
（
残
り
十
二
月

十
五
日
、
二
月
十
六
日
）

「
や
す
ま
ろ
さ
ん
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
「
古

事
記
の
里
ウ
ォ
ー
ク
＆
イ
ベ

ン
ト
」
（
十
一
月
十
日
）

「
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
十

一
月
十
八
日
）
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
は
「
古
事
記
に

関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

商
工
会
は
「
や
す
ま
ろ
さ
ん

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発

行
さ
れ
ま
す
。
一
冊
一
万
円

で
一
万
一
千
円
分
の
商
品
券

が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
行

数
は
九
〇
〇
〇
冊
で
す
。

九
月
議
会
で
町
の
補
助
金

と
し
て
百
三
十
五
万
円
の
支

出
を
決
め
ま
し
た
。
県
内
で

は
、
奈
良
市
、
大
和
郡
山
市

と
本
町
の
三
自
治
体
だ
け
の

取
組
で
す
。
業
者
さ
ん
も
、

業
況
が
思
わ
し
く
な
い
中
で

も
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
是
非
、
購
入
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
多
神
社
は
、
学
業

成
就
、
智
恵
の
神
様
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
る
そ
う
で
す
。

あ
や
か
り
た
い
も
の
で
す
。

田
原
本
議

会
議
員

吉
田
容
工

何
、
こ
の
差
？

我
が
家
は
、
朝
日
新
聞
と

赤
旗
の
二
紙
を
購
読
し
て
い

ま
す
。

去
る
九
月
十
一
日
の
一
面

を
見
て
唖
然
と
し
ま
し
た
。

赤
旗
は
九
日
（
日
）
に
開
か

れ
た
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
拒

否
、
沖
縄
県
民
大
会
十
万
人
」

と
い
う
大
き
な
見
出
し
と
、

凄
い
数
の
人
、
人
！
の
写
真
。

同
時
開
催
さ
れ
た
宮
古
、
八

重
山
地
方
の
集
会
と
合
わ
せ

た
ら
十
万
三
千
人
の
人
が
参

加
。
そ
の
内
、
本
土
か
ら
二

百
人
。
大
会
で
は
、
県
議
会

議
長
、
那
覇
市
長
、
商
工
会

連
合
会
長
な
ど
共
同
代
表
ら

の
訴
え
が
あ
り
、
そ
の
要
旨

が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
朝
日
新
聞
と
い

え
ば
「
谷
垣
氏

一
転
の
朝
」

「
分
裂
の
傷

首
相
防
戦
」

な
ど
総
裁
選
や
民
主
代
表
選

の
記
事
が
い
っ
ぱ
い
！

（
そ
ん
な
事
、
ど
う
で
も
い

い
）

朝
日
新
聞
は
、
三
十

七
面
の
一
角
に
県
民
大
会
の

参
加
者
の
た
っ
た
８
人
か
ら

聞
い
た
声
を
写
真
入
り
で
載

せ
て
い
る
だ
け
。
し
か
も
見

出
し
は
「
フ
ロ
リ
ダ
も
『
人

的
事
故
』
オ
ス
プ
レ
イ
防
衛

相
報
告
」
の
文
字
。
構
造
上
、

危
険
と
い
う
事
が
次
々
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
的
事
故
と
報

道
す
る
こ
の
姿
勢
。
（
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
で
人
の
生
命
に

か
か
わ
る
事
と
、
各
党
の
代

表
を
決
め
る
だ
け
の
事
と
ど
っ

ち
が
大
事
な
の
？
）

朝
日
新
聞
の
申
し
訳
程
度

の
取
上
げ
方
を
み
て
、
赤
旗

の
良
さ
を
再
認
識
で
き
ま
し

た
。

田
原
本
町
議

会
議
員

森

良
子

２
党
の
代
表
・
総
裁

報
道民

主
党
の
代
表
選
挙
、
自

民
党
の
総
裁
選
挙
が
告
示
さ

れ
、
新
聞
テ
レ
ビ
等
で
一
斉

に
討
論
会
や
演
説
会
の
模
様

を
報
じ
て
い
ま
す
。

１
６
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
は

２
時
間
に
わ
た
っ
て
２
党
の

代
表
・
総
裁
候
補
の
見
解
な

ど
を
報
道
す
る
番
組
。
、
新

聞
や
公
共
放
送
の
不
偏
不
党

の
立
場
を
忘
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
民
が
い
ま
望
ん
で
い
る

原
発
ゼ
ロ
に
は
自
民
党
総
裁

候
補
５
氏
は
一
斉
批
判
を
行

い
、
福
島
原
発
事
故
の
反
省

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
衆
院
選
挙
後
自
民
党
が
政

権
復
帰
す
れ
ば
民
主
党
政
権

か
ら
の
大
き
な
方
針
転
換
も

予
想
さ
れ
る
」
と
新
聞
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

民
主
党
は
「
３
０
年
代
原

発
ゼ
ロ
」
を
新
戦
略
と
し
て

打
ち
出
し
た
が
、
具
体
的
な

道
筋
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
も
福
島
原
発
事
故
か

ら
の
教
訓
・
反
省
が
出
さ
れ

な
い
と
い
う
状
態
で
す
。

関
電
の
発
表
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
今
年
の
夏
、
原
子

力
発
電
を
稼
働
さ
せ
な
く
て

も
国
民
の
節
電
と
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な

ど
で
十
分
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

関
電
や
九
州
電
力
な
ど
は
電

気
料
金
の
値
上
げ
を
予
告
し

て
い
ま
す
。
代
表
・
総
裁
選

報
道
で
国
民
生
活
に
か
か
わ

る
こ
と
が
報
道
さ
れ
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

三
宅
町

池
田
年
夫


